
主催：公益社団法人　愛媛県鍼灸師会
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第12回

3月6日（日）
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参加費無料 対象：一般県民・市民
（事前申し込み不要）

お問い合わせ （公社）愛媛県鍼灸師会　電話：0897-45-1280

今回は『現代医療になぜ鍼灸と漢方薬が必要なのか』～高齢者の病気には東洋医学がベストです～
と題して、川並汪一先生より皆様へ、以下のメッセージを頂いております。
誰でも住み慣れたこのふるさとを去らねばなりません。その前にボケとフレイルの時が来ます。
川柳の「つまづいて　足元見れば　何も無し」の世界です。
東洋医学は、西洋医学が知らない“元気のスイッチ ( ツボ )”で鍼灸療法を発展させました。最少
数のツボで最大の力を発揮するのが「三焦鍼法」です。一方、身体の内側から生きる能力を引き
出すのが漢方薬です。高齢者に多い症状を映像で示しながら東洋医学の面白さを味わって頂きたい
と思います。

講 師：川並  汪一先生

https://www.harikyu-ehime.or.jp/

はりきゅう市民公開セミナー
テ
ー
マ

日本医科大学 名誉教授
一般社団法人老人病研究会 会長

最新情報は（公社）愛媛県鍼灸師会のホームページ（https://www.harikyu-ehime.or.jp）に掲載いたしますので
ご確認ください。

セミナーに参加される
方は、右記のQRコード
を読み取ってアクセス
してください。

zoom配信

※詳細につきましては（公社）愛媛県鍼灸師会
のホームページをご覧ください。


